青風荘　　フェイスシート

平成19年9月17日　担当：佐々木　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　中村　与一郎　様　　　男・女　　　　昭和　51年　2月25日生（31歳）

	
	〒　　　　　住　所　上北郡六ヶ所村大字泊字六角44-1　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　

	
	発症時期
	　Ｈ5年　3月頃（17歳時）
	罹 患 期 間
	約　14年

	
	入院回数
	　　2回　　
	延べ入院年数
	　約　1年　4ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週1回）

	医療区分
	国保（家族遠隔地）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	精神（　2　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.5万円）と両親の年金より1万円

	
	その他
	なし

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	H14年8月9日
	身長
	170cm
	体重
	63kg

	最終学歴
	野辺地工業高校（中退）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　むつショッピングセンター（1.6年）、鉄筋工（1年）、出稼ぎ（東京　2年）、マエダ百貨店
	

	保　護　者
	氏　　名　　　中村　正人　　様　　　　続柄　叔父　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

規則正しい生活リズムを身につける。

一人暮らしを視野に基本的な生活技術を向上させる。

	入院・治療歴　初診日（

H5年3月頃～H6年11月頃　　　外来　　　　むつ総合病院

H6年11月～H7年6月　　　　　入院　　　　むつ総合病院

H7年6月～H8年7月　　　　　　外来　　　　むつ総合病院

H10年9月～H11年8月　　　　　入院　　　　むつ総合病院

H11年8月～　　　　　　　　　外来　　　　青南病院

	生活歴　

２人兄弟の第１子として六ヶ所村泊に出生。泊中学校を卒業し４月に野辺地工業高校へ入学するが、９月には退学する。その後販売員や出稼ぎ等の仕事に就くが長続きせず、Ｈ５年３月頃から独語・空笑・不眠・徘徊が見られ、３月１８日にむつ総合病院を初診。その後より無為自閉となり、Ｈ６年１１月からＨ７年６月まで入院となる。退院後はアパートで一人暮らしをしていたが、叔父の援助でどうにか生活できているといった状態だった。Ｈ８年７月を最後に通院せず、不眠・徘徊が目立つようになり、Ｈ１０年９月～Ｈ１１年８月まで再入院となる。退院後は社会復帰訓練の為「青山荘」へ入所し、同時に青南病院へ外来通院、青山荘入所３年を経て平成14年8月9日青風荘へ入所～現在に至る。



	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 両親は共にＨ４年より十和田済生会病院精神科へ入院中で今後も退院の目途が立たない。週に何度か両親から電話が来ている。

· 弟が一人いるが所在は不明で疎遠状態

· 両親の入院により、16歳から一人暮らしをし、近くに住む叔父が援助をしてくれていた。

本人の年金は六ヶ所の叔父が両親の年金と共に管理している。叔父が両親の年金を足した7万円を本人の通帳へ入金している。


平成　19年　 9月　17日　（月）

	氏　名
	　　中村　与一郎　様
	男・女
	生年月日
	　H　51年　2月　25日　（31歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 朝、定時に起床し日中の生活リズムを一定に保つ。

· 青山荘入所に向けて、洗濯・掃除等や身の回りの事を自分で行う。


　　　　　　

	これまでの経過

	先月、保護者を交え今後の事について話し合いを行っています。入所契約は延長するものの、近い将来にステップアップのために他施設に移る方向で検討していることを伝えています。保護者からは「以前は、退院して一人で生活し、すぐに生活が乱れ体調を崩していた。スタッフがいる所できちんと身の回りが出来るようになって安定して生活して欲しい。」と希望されています。本人は、現在の生活状況について「まあまあ出来ていると思います。」との事。青山荘入所を希望され、「自立して仕事が出来るようになりたい。」と話されており、ステップアップへ向けて達成できる所から目標を設定しています。青山荘の話が出ると、気分の高揚や落ち着かない様子が見られ、状態が不安定になる事があり、「小人に見られている気がします。」と発言聞かれ、環境の変化に弱い様子見られています。

現在、1週間の生活チェックを行い、自分の生活状況を振り返ってもらっています。苦手なところについては、「洗濯・掃除と朝起きですね。」と自己目標に設定し、自発的に取り組む姿が見られています。朝の起床については、最近主治医へ「夜間寝つきが悪く、朝眠気が強い。」と薬の変更を相談し、内容ではなく飲む時間を早くする事で調整するように言われ、19：30に就床前薬を服用されています。それ以来「朝は前より辛くないです。」と話しています。生活チェックを始めてからは、自己起床できており「このまま続けたいです。」と話され、継続して様子を見ていくこととしています。

現在、1ヶ月の小遣い（￥14000）を金庫より渡していますが、内容は殆どが遊興費や間食であり、貯金について聞くと「余った分でスタッフがやってくれてると思ってました。」と話されています。年金等も保護者任せの為、将来的な事も考えて次の課題については金銭の自己管理について本人と検討しています。

青風荘での目標を達成し、自信とモチベーションを維持させて青山荘への入所に繋げていきたいと考えています。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	· 目標に取り組む意欲の維持

（青風荘での生活目標の達成）
	· 短期間での取り組みは効果が見られるが、長期的な取り組みとなると意欲が維持できない為、段階的な目標設定と振り返り・評価を行いながら本人の意識と意欲を維持していく。

· 評価していくことで、本人の自信へつなげ、不安感や動揺を軽減していく。


	　　 ヶ月

	· 青山荘への移行時期

（環境の変化に脆く、体調を崩しやすい）
	· 以前にもちょっとしたストレス・環境の変化や他者の言動に左右されて、病状の悪化が見られており、本人の体調や言動を確認し主治医とも相談しながら移行をすすめる。

· 本人の不安感や緊張、気分の高揚時には自ら振り返れるように働きかける。

· 関係機関で情報共有し、スムーズな移行を図る。


	　　 ヶ月


プラン計画者　氏名：　佐々木　優佳

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

本人





弟








